
県
は
県
内
特
定
道
路
の
総
点
検
を
実
施

し
、
約
100
か
所
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
不
具
合

を
発
見
。
う
ち
8
割
の
補
修
を
終
え
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
県
議
会
本
会
議

に
て
、
岩
井
が
指
摘
、
要
望
し
て
き
た
も
の

で
す
。

●
25
年
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
総
点
検
を
要
望

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
と
は
、
足
裏
の
感
覚
で
正

確
な
方
向
が
わ
か
る
よ
う
に
し
、
弱
視
者
を

含
む
視
覚
障
害
者
の
単
独
歩
行
を
助
け
る

も
の
で
す
。

し
か
し
、
横
断
歩
道
の
入
り
口
や
階
段
前

に
、
注
意
喚
起
す
る
た
め
の
警
告
用
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
位
置
に
誤
り
が
あ
っ
た

り
す
る
等
、
視
覚
障
害
者
が
危
険
や
と
ま
ど

い
を
感
じ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
25
年
2
月
の
県
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
課

題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
県
が
管
理
す
る
道

路
上
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
総
点
検
、
不
具
合

箇
所
の
補
修
を
強
く
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

●
ブ
ロ
ッ
ク
の
不
具
合
100
か
所
を
発
見

と
こ
ろ
で
、
社
会
的
弱
者
の
移
動
等
に
つ

い
て
規
定
し
た
、
い
わ
ゆ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

新
法
に
て
、
特
に
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移

動
が
多
い
道
路
と
し
て
指
定
さ
れ
た
道
路
を

「
特
定
道
路
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

千
葉
県
は
平
成
25
年
度
に
、
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
設
置
済
み
の
県
管
理
特
定
道
路
（
17
路

線
・
約
4
・
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
一
斉
総

点
検
を
実
施
。
約
100
か
所
の
不
具
合
を
発
見

し
、
昨
年
度
末
ま
で
に
80
か
所
の
補
修
を
終

了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
500
メ
ー
ト
ル

分
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
を
終
え
、
さ
ら

に
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

新
設
を
進
め
る
な
ど
、
県
管
理
道
路
の
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
の
管
理
は
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

一
方
、
市
町
村
が
管
理
す
る
特
定
道
路

は
100
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
及
び
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
不
具
合
箇
所
の
点
検
、
管
理
が
課
題

と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

●
県
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
管
理
が
課
題

各
県
の
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

に
は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
が
う
た
わ
れ

て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
は
努
力
義
務
規

定
に
す
ぎ
ず
、
国
も
自
治
体
も
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
の
状
況
（
設
置
年
月
日
、
更
新
時
期
等
）

を
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
不
具
合
の
あ

る
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理

者
が
、
利
用
者
や
住
民
か
ら
の
指
摘
に
よ
っ

て
改
修
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
な
の

で
す
。
今
後
は
、
設
置
届
出
制
を
導
入
す

る
等
に
よ
り
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
情

報
を
行
政
が
把
握
し
、
不
適
切
設
置
や
経

年
劣
化
を
見
逃
さ
な
い
体
制
づ
く
り
を
進

め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

障
害
者
が
安
全
に
歩
行
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
さ
ら
に
働
き
か
け
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

県
管
理
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

不
具
合
箇
所
８
割
を
補
修

●
精
検
受
診
率
3
割
以
下
の
自
治
体
も

南
房
総
地
区
の
あ
る
自
治
体
に
お
い
て
、

平
成
24
年
度
の
大
腸
が
ん
検
診
の
精
検
受

診
率
が
わ
ず
か
27
・
2
％
、
そ
の
他
が
ん
の

精
検
（
精
密
検
査
）
受
診
率
も
5
〜
6
割
と

い
っ
た
低
い
数
値
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

精
検
受
診
率
と
は
、
が
ん
検
診
で
要
精
検

と
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
精
密
検
査
を
受
診
し

た
人
の
割
合
の
こ
と
。
せ
っ
か
く
が
ん
検
診

を
受
け
て
も
、
必
要
と
さ
れ
た
精
密
検
査
の

受
診
に
繋
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
受
診
者
に
精
検
受
診
の
重
要
性
を

伝
え
き
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
精
検
結
果
が

把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
原

因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
県
の
取
組 

が
ん
罹
患
率
・
死
亡
率
に
直
結

が
ん
検
診
自
体
は
、
が
ん
罹
患
率
・
死
亡

率
の
減
少
に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
も

の
の
、
こ
れ
ら
精
検
受
診
率
や
が
ん
発
見
率

な
ど
の
指
標
を
適
切
管
理
し
、
が
ん
検
診
の

質
（
精
度
）
の
改
善
、
維
持
を
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
、
が
ん
検
診
と
し
て
の
機
能
を
果

た
さ
な
い
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

県
は
、「
が
ん
の
罹
患
動
向
や
検
診
実
施

方
法
、
が
ん
検
診
精
度
管
理
に
つ
い
て
の
検

討
と
市
町
村
等
へ
の
指
導
」、「
が
ん
検
診
受

診
率
や
要
精
検
受
診
率
な
ど
の
各
指
標
に
つ

い
て
の
比
較
、
検
証
」
等
、
が
ん
検
診
精
度

管
理
の
責
務
を
負
っ
て
お
り
、
県
の
姿
勢
そ

の
も
の
が
、
が
ん
検
診
の
質
、
県
民
の
が
ん

罹
患
率
、
死
亡
率
に
直
結
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

●
指
標
の
集
計
、
助
言
・
指
導
は
県
の
責
務

昨
年
3
月
の
予
算
委
員
会
の
場
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
が
ん
検
診
精
度
管
理
の
課
題
を

取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
そ
れ
ま
で

自
治
体
と
し
て
把
握
し
て
い
る
か
否
か
の
み

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
プ
ロ
セ
ス
指
標
（
が
ん

検
診
受
診
率
や
精
検
受
診
率
等
）
に
つ
い
て
、

市
町
村
ご
と
に
集
計
さ
れ
た
数
値
が
公
表

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
前
進

で
す
。

で
は
、
県
に
お
け
る
が
ん
検
診
の
今
後
の

課
題
は
何
か
？
そ
れ
は
、
検
診
実
施
機
関
の

検
診
内
容
（
質
）
の
維
持
で
す
。

が
ん
検
診
は
市
町
村
が
行
う
と
い
う
も

の
の
、
現
場
を
担
う
の
は
県
内
19
の
検
診

実
施
機
関
。
発
注
元
と
な
る
市
町
村
は
、
が

ん
検
診
や
関
係
法
令
に
関
す
る
専
門
知
識
、

経
験
を
有
す
る
担
当
者
が
足
り
て
お
ら
ず
、

ど
う
し
て
も
検
診
実
施
機
関
に
委
ね
が
ち

で
す
。
担
当
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
も
、「
市
町
村
と
の
連
携
が
十
分
で

な
い
」
と
の
回
答
が
見
受
け
ら
れ
、
検
診
実

施
機
関
へ
の
指
導
の
必
要
性
が
う
か
が
わ
れ

ま
す
。

ま
ず
は
、
検
診
実
施
機
関
ご
と
の
プ
ロ
セ

ス
指
標
の
集
計
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に

ば
ら
つ
き
や
問
題
が
あ
る
よ
う
な
ら
ば
、
県

と
し
て
助
言
と
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
広

く
住
民
に
公
表
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
ま
す
。

が
ん
検
診
精
度
の
向
上
を

実
施
機
関
の
管
理
に
課
題

障害者が危険箇所を察知できず、事故につながる危険が大きい。
（JR津田沼駅付近）

点字ブロックの不具合箇所事例

H24全国市町村 チェックリスト項目実施率（％）

精検受診率を
把握している

精検受診率を性別・
年齢別に把握している

精検受診率を
健診機関別に把握している

精検受診率を健診
受診歴別に把握している

精検未受診率を
把握している

精検未受診者に
受診勧奨を行っている

 胃 大腸 肺 乳 子宮

 92.9 91.7 91.2 91.8 91.4

 80.4 80.4 80.1 80.0 79.6

 82.3 81.4 82.8 80.8 79.5

 55.3 55.0 56.1 55.4 55.6

 77.4 77.8 78.0 78.7 78.3

 85.5 84.6 85.3 86.6 87.1
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残余として106万円あまりを返却
政務活動費は、議員が行う政務調査や議会

報告等の政務活動を支えることを目的とし、
千葉県議会では年額420万円となっています。
岩井の平成27年度の政務活動費は、人件

費約105万円、事務所費約94万円、事務費約
72万円等となりました。特に視察費用として
計上したのは、昨年11月実施の鹿児島県内
視察の一回であり、要した費用83,566円のう
ち40％に相当する33,425円のみを充当してい
ます。県内視察は自家用車での移動のため、
費用を計上しておりません。
なお、H27年度分として支給された政務活

動費420万円のうち、残余となった106万331
円は5月中に返却しました。

議
員
定
数
や
選
挙
区
割
り
を
見
直
す
千

葉
県
議
会
・
議
員
定
数
等
検
討
委
員
会
が
開

か
れ
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
結
果
、
一
票

の
格
差
が
最
大
で
2
・
88
倍
ま
で
拡
大
し
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

●
銚
子
市
6
千
人
減
／
逆
転
区
は
8
通
り
に

昨
年
4
月
の
千
葉
県
議
会
議
員
選
挙
は
、

5
年
前
に
実
施
さ
れ
た
前
回
の
国
勢
調
査
結

果
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
人
口
7
万
2
1
0

人
、
議
員
定
数
2
の
銚
子
市
選
挙
区
の
県

議
1
人
あ
た
り
人
口
が
3
万
5
1
0
5
人
で

あ
っ
た
一
方
、
人
口
8
万
8
1
7
6
人
の
印

西
市
選
挙
区
の
議
員
定
数
は
１
で
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
「
1
票
の
格
差
」
は
2・51
倍
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
速

報
値
に
よ
れ
ば
、
銚
子
市
の
人
口
は
さ
ら
に

6
万
4
4
3
1
人
へ
と
約
6
千
人
減
少
。
他

方
、
印
西
市
人
口
は
9
万
2
6
8
4
人
へ
と

増
加
し
た
た
め
、
両
選
挙
区
の
一
票
の
格
差

は
2
・
88
倍
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
口
の
多
い
選
挙
区
の
定
数
が

人
口
の
少
な
い
選
挙
区
の
定
数
よ
り
少
な

い
逆
転
区
（
逆
転
現
象
）
は
、
銚
子
市
（
定

数
2
）
と
印
西
市
（
定
数
1
）、銚
子
市
（
同

2
）
と
八
街
市
（
同
1
）
等
の
他
、
佐
倉
市

（
同
3
）
と
流
山
市
（
同
2
）、
銚
子
市
と
旭

市
（
同
1
）、君
津
市
（
同
2
）
と
印
西
市
（
同

1
）
な
ど
新
た
に
4
通
り
増
え
、
計
8
通
り

へ
と
拡
大
し
ま
し
た
。

●
前
回
県
議
選
2
・
51
倍
合
憲
〜
東
京
高
裁

昨
年
の
千
葉
県
議
選
を
巡
っ
て
は
、
2
倍

以
上
の
「
一
票
の
格
差
」
が
生
じ
た
の
は
違

憲
で
あ
る
と
し
て
、
選
挙
無
効
を
求
め
提
訴

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
12
月
、
東
京
高

裁
は
、
最
大
2
・
51
倍
の
一
票
の
格
差
も
合

憲
で
あ
る
と
し
、
原
告
の
請
求
は
棄
却
さ
れ

て
い
ま
す
。

地
方
議
会
が
定
め
る
定
数
配
分
は
、
国
政

選
挙
よ
り
も
一
定
程
度
広
い
格
差
の
幅
や
裁

量
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
県
議
選
も
そ
の
範

囲
内
に
あ
る
と
判
示
。
ま
た
、
印
西
市
選
挙

区
（
定
数
1
）
等
よ
り
人
口
が
少
な
い
の
に

定
数
が
2
あ
る
銚
子
市
選
挙
区
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
の
機
関
が
多
く「
行
政
需
要
が
高
い
」

と
し
て
、
人
口
比
例
が
原
則
の
公
選
法
の
例

外
と
し
て
許
容
さ
れ
る
「
特
殊
な
事
情
」
に

あ
た
る
と
し
た
も
の
で
す
。

●「
地
方
切
り
捨
て
」
と
な
ら
な
い
議
論
必
要

と
こ
ろ
で
、
千
葉
市
な
ど
の
政
令
指
定

都
市
で
は
、
児
童
相
談
所
の
設
置
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
発
行
、

都
市
計
画
の
決
定
と
い
っ
た
通
常
は
県
が

行
う
べ
き
行
政
を
、
市
が
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
政
令
指
定
都
市
に

お
い
て
は
、
県
議
と
し
て
の
行
政
課
題
は
格

段
と
少
な
く
な
る
の
で
す
。
他
方
、
人
口
減

少
と
財
政
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
銚
子
・

東
総
地
区
や
南
房
総
地
区
、
印
旛
郡
な
ど

町
村
部
は
、
県
や
国
と
一
体
と
な
っ
た
政
策

推
進
が
必
要
で
あ
り
、
間
違
い
な
く
行
政

需
要
が
高
い
地
域
。
自
治
体
や
地
元
住
民

と
の
対
話
を
行
い
つ
つ
、
県
と
の
交
渉
に
あ

た
る
県
議
の
役
割
は
よ
り
大
き
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

県
議
会
に
お
け
る
、
選
挙
区
割
り
変
更

等
の
議
論
は
今
ま
さ
に
本
格
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
2
・
88
倍
へ
と
拡
大
し
た
一
票
の

格
差
是
正
に
取
り
組
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

行
政
需
要
の
よ
り
大
き
い
地
方
や
町
村
部

が
切
り
捨
て
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
決
定
が
必

要
で
す
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鎌ヶ谷本埜線バイパス
早期開通めざす

県道鎌ヶ谷本埜線は、国道464号を経由して、利
根川沿川地域と東葛飾地域を結ぶ重要な路線。特に
印西市萩原地先から栄町安食までのバイパス事業に
ついては、栄町から千葉NT方面への利便性向上は
もちろん、千葉NTと成田空港を含む成田市方面へ
のアクセス道路として、早期開通が大きく期待され
ています。

用地9割取得済み  開通は平成30年代初頭
県は、平成27年までに面積ベースで約9割の用地

を取得し、用地確保ができたところから盛土工事等
を進めてきました。
栄町安食の菊水食堂付近では、既存水路の真上に
新道が設置されること、豊年橋の架換工事が必要と
なることから水路の切廻工事を実施。昨年度末には
う回道路とう回水路が完成しています。本年秋ごろ
までに既存する水門の撤去を終える一方で、老朽化
する豊年橋のケアも課題となっているところです。
肝心の完成時期については、栄町とともに事ある

ごとに要望してきているものの、平成30年代初頭と
の回答です。引き続き、早期開通を目指し強く働き
かけてまいります。

H27年度 岩井やすのり 政務活動費のご報告

 印西市 1 92,684 92,684 2.88
 船橋市 7 622,823 88,975 2.76
 流山市 2 174,417 87,209 2.71
 習志野市 2 168,033 84,017 2.61

 香取郡 1 35,032 35,032 1.09
 鴨川市 1 33,954 33,954 1.05
 銚子市 2 64,431 32,216 1

一票の格差 議員1人あたり人口の格差は最大で2.88倍。
選挙区 定数 人口 議員1人

あたり人口
格差

（銚子＝1）

平成27年国勢調査結果速報値による

項　目 内　容支出（円）

調査研究費

資料購入費

広 報 費

事 務 所 費

事 務 費

人 件 費

合 計

137,110

155,708

126,599

940,793

725,592

1,053,867

3,139,669

調査活動に関わるガソリン代、
高速道路料金、鹿児島視察費用

政務に関わると認められる書籍
等購入費

HP更新費用、県政かわら版作成
費、県政かわら版配布費用

事務所家賃、事務所水道光熱費、
事務所暖房用灯油代

コピー機リース代、印刷機レンタ
ル代、事務所電話代、駐車場代

政務活動補助のための事務所職
員人件費
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